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三菱電機㈱でのECALSECALS活用事例

１）ECALSECALS導入の目的

２）概要

３）課題・今後の取り組み予定
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会社紹介

企業概要企業概要

■商号■商号 三菱電機株式会社三菱電機株式会社

■本社所在地■本社所在地 東京都千代田区丸の内東京都千代田区丸の内22--77--33 東京ビル東京ビル

■創立■創立 19211921年年 11月月 1515日日

■資本金■資本金 175,820 175,820 百万円百万円

■連結売上高■連結売上高 3,855,745 3,855,745 百万円百万円

■連結従業員■連結従業員 102,835 102,835 人人

（（20072007年年33月末現在）月末現在）
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会社紹介

主要製品主要製品

■個人向け製品■個人向け製品

・映像情報機器・映像情報機器

・携帯電話・携帯電話

・カーエレクトロニクス・カーエレクトロニクス

・キッチン電化・キッチン電化

・生活関連商品・生活関連商品

・空調機器・空調機器

・住まいの設備・住まいの設備

■法人向け製品■法人向け製品

・ビルシステム・オフィス・店舗・ビルシステム・オフィス・店舗

・放送・情報通信・セキュリティー・放送・情報通信・セキュリティー

・映像・画像・映像・画像

・社会インフラ・交通・宇宙・社会インフラ・交通・宇宙

・産業用機器・システムソリューション・産業用機器・システムソリューション

・電力・エネルギー・電力・エネルギー

・半導体・電子デバイス・半導体・電子デバイス
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会社紹介

本社

鎌倉製作所

システム基板工場
静岡製作所

中津川製作所

稲沢製作所

名古屋製作所

冷熱システム製作所

受配電システム製作所

液晶事業統括部

郡山工場

パワーデバイス製作所

長崎製作所

福山製作所

姫路製作所

三田製作所

京都製作所

伊丹製作所

系統変電システム製作所

通信機製作所

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾈｯﾄﾜｰｸ製作所

モバイルターミナル製作所

高周波光デバイス製作所

電力・産業システム事業本部

社会システム事業本部

ビルシステム事業本部

電子システム事業本部

通信システム事業本部

ﾘﾋﾞﾝｸﾞ･ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾒﾃﾞｨｱ事業本部

ＦＡシステム事業本部

自動車機器事業本部

半導体・デバイス事業本部

神戸製作所

電力システム製作所

群馬製作所
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１） ECALSECALS導入の目的

資材調達部門設計部門Ａ 部品評価・品質部門設計部門Ｂ

新機種向け部品選定の業務

●各社カタログ（紙）
●各社カタログ（ＷＥＢ）

・紙カタログや各社ＷＥＢを比較

・ＲｏＨＳ対応状況をメーカに確認

・サンプル品を他部門に評価依頼

・購入実績価格を資材部に確認

・製造中止状況をメーカに確認etc.

・不具合情報を

データベース化

・サンプル品を評価etc.

評価・品質改善の業務

●不具合事例ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ
●部品評価ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ

交渉・契約・発注の業務

●購入実績ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ

・他部門の価格実績

情報を収集、比較

・製造中止品の場合、

代替品の調査etc.

ECALSECALS導入前は、各部門が複数の異なるデータベースと紙ファイルを利用。導入前は、各部門が複数の異なるデータベースと紙ファイルを利用。

また、各部門専用（他部門には非開示）のデータベースやシステムが多いため、また、各部門専用（他部門には非開示）のデータベースやシステムが多いため、
他部門への確認作業が頻繁で、非効率的であった。他部門への確認作業が頻繁で、非効率的であった。
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さらに、部品評価や部材発注などの業務を各製作所で個別に行っているため、さらに、部品評価や部材発注などの業務を各製作所で個別に行っているため、
部品評価、購入実績など情報の共有化が不十分だった。部品評価、購入実績など情報の共有化が不十分だった。

１） ECALSECALS導入の目的

Ｂ製作所

Ａ製作所

Ｄ製作所

Ｃ製作所
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開発、部品選定、評価など各業務の効率化を目的として、特に共通性の高い部品である

「電気電子部品・半導体」の全社共通データベース全社共通データベースを整備し、一括検索システム一括検索システムを開発。

最適選定（コスト低減、棚残縮減、不具合防止、生産中止対策、環境対策etc）に活用。

◆電子カタログコンテンツ◆電子カタログコンテンツ ECALSECALS の導入の導入
業界の標準様式である ECALS ECALS の下記メリットを活用。

●指定条件に合う複数メーカ複数メーカのカタログコンテンツを一度に検索/閲覧可能。（横串検索）

●部品の仕様パラメータ仕様パラメータを指定して検索可能。類似仕様の物も検索できる。（仕様検索）

●業界標準なのでメーカ別カタログと違い、表記方法や項目が統一されており見やすい。

◆他のデータベースとの連携◆他のデータベースとの連携
自社保有のデータベースと組み合わせて、従来、別々に見ていた情報を一度に閲覧。

●購入実績（単価、数量、時期） ●品質（部品評価の結果、不具合事例）

●環境、含有物質（RoHS/ELV） ●全社標準品、全社集中購買品

●各製作所の独自保有データベース（カタログ、外形図、納入仕様書、取引先評価etc.）

１） ECALSECALS導入の目的
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下記データベースを一括検索できる社内システムを開発、

2005年12月、社内公開。

ECALSECALS辞書に則って作られた電子カタログコンテンツ電子カタログコンテンツ情報を

㈱エリスネット、部品メーカ等から入手

① 電子カタログコンテンツ

当社各製作所が作成する評価・認定情報評価・認定情報を

データベース化

③ 品質（評価/不具合）

当社各製作所⇔サプライヤのＥＤＩ検収買掛情報ＥＤＩ検収買掛情報等を元に

型名毎に名寄せ名寄せ。

② 購入実績

含有物質情報（JGPSSIJGPSSI様式様式）を部品メーカから入手④ 環境（グリーン調達）

内容主なデータベース

２）電気電子部品の一括検索システム 概要
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◆◆ 社内アンケート社内アンケート 集計結果および課題集計結果および課題

ECALS ECALS の利便性に評価・賛同を得るも、利便性のさらなる向上を求める意見も多い。

● ECALS ECALS の件数、メーカ数の拡大。現状、検索可能なのは購入実績品の約４０％のみ。

● ECALS ECALS の表記ルールに則ったカタログ記載の徹底。メーカにより表記方法が違う事あり。

● ECALS ECALS の内容充実（製造中止/ＲｏＨＳ等対応の代替品情報、生産中止予定）

業務に活用していますか

27%

62%

11%

①活用

②ある程度活用

③使わない

①開発設計部門 ④システム部門

②品証品管部門 ⑤資材調達部門

③生技生管部門 ⑥他

「使わない」の理由は何ですか

40%

7%13%

7%

33%

①情報が少ない

②情報が古い

③情報の信頼性が低い

④使いにくい

⑤その他

３）課題・今後の取り組み予定
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◆コンテンツ同士のマッチング率を向上させる◆コンテンツ同士のマッチング率を向上させる
ECALS ECALS カタログコンテンツに対し、他のコンテンツのマッチング率が思うように上がらない。

● 課題： 購入実績品のECALS ECALS コンテンツがメーカから提供されていない。

３）課題・今後の取り組み予定

Copyright (C) Mitsubishi Electric Corporation

購入実績購入実績

環境情報環境情報

ECALS ECALS カタログコンテンツカタログコンテンツ

品質情報品質情報

【【課題課題】】

ECALS ECALS カタログコンテンツの充実カタログコンテンツの充実

全情報がヒット
するこの部分
を広げたい
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◆◆ ECALSECALSコンテンツの入手ルートコンテンツの入手ルート
電子カタログの大部分は ECALS ECALS カタログコンテンツ。そのほとんどを提供会社に頼る状況。

⇒ セミカスタム品、カスタム品、製造中止品、などのカタログコンテンツは手薄。

部品メーカにも個別に働きかけ、随時 補完することも必要。

３）課題・今後の取り組み予定
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ECALS ECALS ｶﾀﾛｸﾞｺﾝﾃﾝﾂ

提供件数が多い

メーカが必ずしも、

購入実績品との

マッチング率で

貢献度が高い

とは

限らないのが現状

弊社の設計者は

購入実績品の

仕様をもとに

類似品を検索する

頻度が多いため、

実績品のECALS ECALS 
ｶﾀﾛｸﾞｺﾝﾃﾝﾂが

必要です
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３）課題・今後の取り組み予定
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購購
入入
件件
数数

購入実績品とのマッチング率購入実績品とのマッチング率

８０％８０％
以上以上

６０％
以上

５０％
以上

５０％未満

２１～

３０位

１１～

２０位

１～１～

１０位１０位

国内 ：

外資 ：

Not Acceptable Acceptable Great!

電気電子

半導体

電気電子

電気電子

電気電子

半導体 電気電子

半導体電気電子

両方

両方

電気電子

電気電子

半導体

電気電子電気電子

電気電子

電気電子

電気電子

電気電子

電気電子

半導体

電気電子 両方

半導体

半導体

電気電子

両方

電気電子 電気電子
ECALS ECALS ｶﾀﾛｸﾞｺﾝﾃﾝﾂと

購入実績品のマッチングは

８０％以上 を

目標として提供頂きますよう

お願い致します

購入実績品の件数が多い

メーカが必ずしも、

購入実績品とのﾏｯﾁﾝｸﾞ率で

貢献度が高い

とは

限らないのが現状
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Ａ社Ａ社 ECALSECALS 導入なし導入なし

Ａ社の強力な営業活動により

一時はＡ社製品の採用を検討

Ｂ社Ｂ社 ECALSECALS 導入あり導入あり

Copyright (C) Mitsubishi Electric Corporation

PartsNAVIPartsNAVIで互換品を検索、
Ｂ社製品を発見・・・Ａ社の互
換部品があり、Ａ社より安価

３）課題・今後の取り組み予定

Ｂ社製品をＢ社製品を
採用採用

今後のビジネスモデル今後のビジネスモデル

電機業界では、電機業界では、 ECALSECALSを活用した部品情報データベースの整備が広がりつつを活用した部品情報データベースの整備が広がりつつ

あります。売り込みたい製品の情報や、採用実績品の情報はあります。売り込みたい製品の情報や、採用実績品の情報は ぜひ、ぜひ、
ECALSECALSｶﾀﾛｸﾞｺﾝﾃﾝﾂのご提供をお願い致します。ｶﾀﾛｸﾞｺﾝﾃﾝﾂのご提供をお願い致します。

購入実績品のECALSECALSｶﾀﾛｸﾞｺﾝﾃﾝﾂは最低でも必要で、さらにその周辺回路部品
や、類似品のｶﾀﾛｸﾞｺﾝﾃﾝﾂを登録し、戦略的営業活動に活用して下さい。
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３）課題・今後の取り組み予定

◆今後の取り組み予定◆今後の取り組み予定
●ECALS 件数拡大をサプライヤ各社に依頼（外資系含む）

⇒ 購入実績品とのマッチング率を向上

また、ECALS の内容充実、表記ルールに則った記載の徹底を依頼。

●電気電子・半導体部品 以外の電子カタログコンテンツ導入を検討
JEMA（日本電気工業会）のカタログJeMarche（FA関連）、NECA（日本電気制御機器工業会）のカタログNECAGATE（電気制御機器）

●納入仕様書（付帯データとしてECALS・環境情報を含む）の交換 ⇒ECALGAECALGAとの連携

◆電気電子部品・半導体のサプライヤ様へのお願い◆電気電子部品・半導体のサプライヤ様へのお願い
●提供メーカー/コンテンツ数の拡充（生産中止品も）。

●コンテンツの充実。空白プロパティ“なし”を目標に。構造図、特性図の付与等も。

●ECALS標準に則り、品種分類・仕様プロパティの記入方法の統一。（Ｍａｘ，Ｍｉｎ，Ｔｙｐ，Nomなど）

●データ鮮度・精度の向上（新製品、製造中止、４Ｍ変更のタイムリーな更新）
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三菱電機グループは、常により良いものをめざし、変革していきます。
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ご清聴ありがとうございました


